
















　健康な健全は神との合一だから充分に宗教的で、あと出会った時にボコれるから便利なんだよ？




　一虚一実、虚実の狭間に至宝あり。

「速いと感じるのは物事が正しい拍子に合っていないので、ずれた分だけ速いとか遅いとか思うというのが剣豪宮本武蔵の言葉でしたね」

「ああ、反射行動による相対速度が、速度差で空回りしているんだね？」

「でも……対すれば相和す。押さば回れ、引かば斜めにって、あれは踊っておちょくれって言葉じゃなかったよね！」

「柔よく剛を制し剛よく柔を断つだって、あれってハンドウェーブの受け流しとロボットダンスの諸手突きとは無関係だったもんね？」

「「「うん、いったい遥くんは何を広めて回ってるのよ!?」」」

　まあ、全くこっそりはできていないみたいだね！　そして次々に齎される謎の教国軍壊滅事件と、その様子。Ｌｖも上がらなくて異世界のスキルや魔法に頼れない遥くんの至った解決策、それは武術……のようななにか？

「思考速度の差による捷はしこさで、実際の肉体加速度ＳｐＤは遅いはずなのに」

「「「うん、でもあれって絶対に一瞬の瞬間的思考インスピレーションで相手が一番嫌がることを導き出せる天才的な迷惑さだよね!!」」」

　そう、遥くんがこっそり偵察に潜入した結果、異世界最大の謎に満ちた通背拳の解釈問題が異世界より異次元に広まって……うん、もはや通背って付ければ全部吹っ飛ぶっていう超拡大解釈で流布されちゃってるみたいなの？

「「「なんで剣と魔法に世界で武術方面に行っちゃって、その結果がファンタジーより意味不明な通背拳なのよ!?」」」

「うん、こっそり偵察に潜入した要塞が全部瓦礫な事より、それが全て通背拳だったからしょうがないっていう方が意味不明すぎるよね!!」

　まあ、本人だけがこっそり潜入なひっそりの偵察って言ってただけで、周りの誰もがきっと行かせたら最大限に被害が小さくても大混乱で、普通に大迷惑で陽動と撹乱に最適そうだなって思ってたけど……壊乱に滅亡してて大災害だったみたいなの？

「「「うん、偵察の情報が『町に異常なしっていうか、町がないから間違いないな？』って、やっぱり全く偵察と虐殺の違いがわかってないんじゃないのよ!!」」」

「こっちの敵基地の様子も『おっさんがいっぱい瓦礫の下に隠れてるんだよ？』って、それもう基地としても敵としても機能してないよね!?」

「これなんて『なんか教国の教義は神父を見ると斬りかかってくる野蛮な国らしいんだよ？　うん、宗教やめたほうが平和そうだな？』って……」

「「「ああー、やっぱり誰にも神父さんに見えなかったんだね!!」」」　

　そう、この先の町々の情報を偵察しに行った結果、もう町が残ってないか混乱の最中で無力化されてて情報が無意味だし意味不明なの？　

「ええ、解放された町ではお爺ちゃんお婆さんに太極拳が大ブームだとか？」

「「「うん、やっぱり全然ひっそりできてなくて、町に新たなブームを作っちゃってるんじゃないのよ!!」」」

　だから宗教国家の町々を解放して回っているのに、行く先々で太極拳のお爺ちゃんお婆ちゃんだらけで……うん、信仰ってどこ行っちゃったんだろうね？
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